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　山間部や離島など都会から離れた地域
の教育の在り方を研究し、当地の教育振
興をはかる「全国へき地教育研究連盟」
（全へき連）主催の全国大会（宮崎大会）
が 10 月 28、29 の両日、宮崎県内の
10会場で開かれました。コロナ禍の中、
2年ぶりのリアル開催で、70 回目の記
念大会です。開会式や基調報告、記念講
演を宮崎市民文化ホールで開く一方、ブ
ロックごとの発表会や公開授業は現地の
学校などからオンライン配信で行う、初
めての「ハイブリッド型大会」でした。
　開会あいさつの後、「夢を夢で終わらせ
ない」と題して、競泳五輪メダリストの松
田丈志選手を育てた熊本出身の元日本代
表コーチ・久世由美子さんが記念講演。
「選手の強化だけでなく、挨拶や返事、感
謝の気持ちを大切にして指導すること
で、息の長い選手に育ってほしかった」
などと話しました。さらに基調報告があ
り、午後からは課題別分散会で全国12の
小中学校の研究成果が発表されました。
　北海道のえりも町立東洋小学校の発表
では、児童が主体的に考えをもつために
必要な時間の工夫などについて報告・討
議が行われました。ここでは問い返しの
むつかしさや少人数学級での学力格差、

異学年交流について、チャットによる質
問も受け付けながら活発に議論が行われ
ました。
　また、長崎県の対馬市立乙宮小学校の
発表では、「乙宮スタイル」と呼んでいる、
主体的な学びの仕掛けづくりや児童同士
で学び合う間接指導の設定などが紹介さ
れ、議論が進みました。
　2日目は、宮崎県内 8つの小中学校の
公開授業があり、オンラインで配信され
ました。
　五ヶ瀬町立三ヶ所小学校は職員児童合
わせて約 80 人。オンライン配信では 6
年生の総合的学習などを公開授業しまし
た。五ヶ瀬のふるさと五ヶ瀬の魅力に関
心をもってもらい、自らが地域に貢献し
ようとする態度を養うことなどを目的に
した授業です。
　算数の授業を行った延岡市立方財小学
校は、学習内容に応じてのアウトプット
の仕方を研究。自分のことばで説明した
り、友達の意見も生かしながら自分の考
えを再整理したりして説明できるかと
いった「アウトプット」の授業が展開さ
れました。
　全へき連の全国大会は来年、山形県で
の開催を予定しています。

　コールセンターの運営や ICT（情報通信技術）のテク
ニカルサポート事業などを全国で展開するキューアンド
エー株式会社（川田哲男社長、本社・東京都渋谷区）が、
グループ会社とともに集めたベルマーク約 7000 点をベ
ルマーク財団に寄贈しました。
　同社は社会貢献活動のひとつとして 2017 年からベル
マーク収集に取り組んでいます。今回届いたベルマーク
は、昨年 8月から今年 9月までの 1年間に集めました。
CSR に関する活動・広報業務を担う広報部が、グループ
会社を含む約 3000 人の従業員や、親会社である NEC
ネッツエスアイにも協力を呼びかけ、大きな組織が一体
となって取り組みました。
　休憩室や執務室、自動販売機の横などに回収箱を置き、
社内ネットや社内報で周知しました。広報部から全社へ
送信するメールには、ベルマーク商品の紹介をフッター
に記載し、社員に意識してもらえるよう心掛けました。
さらに各事業拠点では独自の「ベルマーク大使」を任命。
参加の呼びかけをお願いして士気を高めました。
　活動に賛同した親会社の NEC ネッツエスアイからも
多くのベルマークが届きました。現在テレワークが中心
で働く従業員も多い中、自宅で仕分けまで済ませてくれ
た方もいたようです。
　仕分け・集計は、広報部と、同社のハピネス推進室か

ら集まった 5人が担当しました。ハピネス推進室は従
業員内の「幸福度」を高めるために昨年 4月に設置さ
れた組織です。5人は、2日間の作業日を定め、集中的
に取り組みました。
　広報部の大野香穂里さんは、ベルマーク収集について
「生活の中で、ちょっと意識するだけで出来る活動」と

表現します。さらに、「『ボランティア活動をするぞ』と
構えることなく、コロナ禍であっても活動が続けられる」
ことが、活動を継続できている理由だと分析しています。
　今後の展望について、「誰かひとりが頑張るのではな
く、従業員全員の意識を少しずつ高めることで、子ども
たちへの支援につなげたい」と話してくれました。

　協賛会社キリンビバレッジ（ベルマー
ク番号 54）は、神奈川県で店舗展開す
る流通企業 4社と実施したキャンペー
ンでベルマーク約 3万点を集め、ベル
マーク財団を通じて横浜市立本郷特別支
援学校（中嶋浩一校長、児童生徒 169 人）
に寄贈しました。
　同社首都圏地区本部横浜支社の佐藤
栄二支社長が11月16日、ベルマーク財団
を訪れ、財団の小野高道常務理事に 3万
990 点のベルマークを手渡しました。
キャンペーンは三和、ビック・ライズ、京
急ストア、相鉄ローゼンの 4社とキリン
ビバレッジが 5～ 6 月に実施し、応募
総数は4809 通でした。小野理事は 4社
への感謝状を佐藤支社長に託しました。

　協賛会社のニチレイ（ベルマーク番号
88）が、グループ会社を含む全国の 31事
業所で集めた1万121点のベルマークを
財団に寄贈しました。協賛会社になった
2017 年 4 月以来、毎年マークを集めて
寄贈しており、これが4回目となります。
　人事総務部総務・渉外グループの上野
恭明さんと富田幸世さんが 11 月 4 日、
ベルマーク財団を訪れ、1年間集めたベ
ルマークを手渡してくれました。同社は
各事業所に回収箱を設置し、いつでも収
集に取り組める環境を作っています。「見
えやすい場所に回収箱を置き、異動して
きた人でもマークを集めていることがす
ぐ分かるようにしている事業所もありま

す」と話すのは富田さん。上野さんは「引
き続き回収に協力してもらえるよう、社
内周知に力を入れていきたい」と目標を
語ってくれました。

　寄贈先に選ばれた本郷特別支援学校の
中嶋校長は「ありがとうございます。み
んなで使い道を考えてみます」と喜びを
語ってくれました。
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